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「審判ライセンス」、「スコアボードの設置方法と運用」、「TOマニュアル」について 

 

 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 日頃より審判活動にご協力いただきまして、ありがとうございます。 

  令和６年度から、「審判ライセンス」、「スコアボードの設置方法と運用」、「TOマニュアル」について以下のとおり

ご連絡いたします。 

 

１ 審判ライセンスについて 

 当協会では各チームにおいて帯同審判を登録していただいていますが、令和６年度から帯同審判に登録される方

はＥ級以上の審判ライセンスの取得者に限ります。 

 （1）帯同審判員が担当する主な大会について 

  ①各支部及び地区連盟主催の大会 

  ②一般社団法人神奈川県バスケットボール協会主催の大会 

（チャレンジカップ、フレンドシップカップ、前期・後期リーグ戦） 

  

 （2）Ｅ級ライセンスの取得方法について 

  JBA（日本バスケットボール協会）ホームページの以下のページから e ラーニングを受講し、取得してください。 

リンク：http://www.japanbasketball.jp/wp-content/uploads/JBA-E-referee_elearning_20230320.pdf 

※取得に関する費用は自己負担になります。 

 

２ スコアボードの設置方法と運用について 

 令和６年４月から、別添資料①のとおり運用をお願いします。 

 

３ TOマニュアルについて 

 令和６年４月から、別添資料②のとおり運用をお願いします。 

（1）主な変更点 

  ・ファウル、タイムアウト、得点を記録する時は、「１Ｑ、３Ｑは赤」、「２Ｑ、４Ｑ、延長は黒」を使用します。 

  ※ボールペンを使用してください。鉛筆やこすると消せるペンは使用できません。また、修正液や修正テープの 

使用もできません。 

  ・タイムアウトの記録は×ではなく、経過時間を記録します。 

 

 

  以上、ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いします。 

 

  ご不明な点等は、各支部の審判委員会にお問合せください。 

http://www.japanbasketball.jp/wp-content/uploads/JBA-E-referee_elearning_20230320.pdf

